



























2. 人と外国語のあいだの関係1 ) 
2.1. 外国語授業の外側 
外国語教育研究のひとつである専門的なドイツ語教育、すなわち「外国語


















































































































































































































































































































































































































































ー 2008: 42）。 
 こうした事情は、なぜ学校で生徒たちが号令にしたがって前ならえや行進





































































































































































































































ルは「Deutschlernen im lebenslangen Prozess - auf der Oberschule, an der Universität 
und nach der Universität - Bericht über das VDJ-Symposium auf der Frühlingstagung 
der JGG 2013」である。両者を比べてみると、「生涯教育としてのドイツ語教


























































































































2 )   「日本のドイツ語授業」（筆者訳）という意味。このことは、ドイ
ツ語教育部会とはドイツ語教員の集団であるという組織のアイ
デンティティの問題と深く関わると思われる。  
3 )  強調を削除。  
4 )  苅谷が題材にしているのは中学校についてだが、内容的に本章の
議論で取りあげることには問題ないだろう。  
5 )  苅谷は本のなかで具体的な参考文献には言及していないが、岩見
/富田（ 19 82）で「生徒化」の記述を読むことができる。  
6 )  日本語の主体の元になった英語の su b jec t、ドイツ語の Sub jek t、
フランス語の s u j e t はいずれも語源的に「下に投げられてある者」
を意味し、ラテン語の sub i ec t um に由来する（小林  2 010 :  20  f .）。
この語は s ub（下に）と i a ce r e（投げる）が組み合わされた sub -
i ce re という語に属する（ Dud enr ed ak t ion  2 007 :  8 27）。  
7 )  強調を削除。  
8 )  境は論文のなかで参考文献には言及していないが、おそらくこの
定義は、Holec（ 19 81 :  3）が念頭にあると考えられる。そこには、
自律的学習者が責任を負うべき決定項目が挙げられており、境の
記述はこれに符号している。  





象徴界の関係ついては、さらにジジェク（ 20 15 :  192  f f .）を参照
してもらいたい。  
10 )  強調を削除。  
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